議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２７年１０月２７日(火)　午前１０時００分～午前１１時２０分

	場　所
	長久手市役所西庁舎　２階　第７、８会議室

	出席者
	議　員
	委員長　青山直道　　副委員長　　じんの和子
委　員　大島令子　　岡崎つよし　川合保生
ささせ順子　佐野尚人　　山田けんたろう
議　長　伊藤祐司　　副議長　　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　同補佐　主任


１　あいさつ
議長
２　議題
　⑴　陳情第１号長久手市議会議場に国旗・市旗を掲揚することについての陳情

（委員長）・　議会基本条例が施行となったことに伴い、陳情者の趣旨説明の機会を設けることとなった。陳情１号については、陳情者から趣旨説明したい旨の申し出があったため、本日陳情者にお越し頂いている。陳情者は趣旨説明をお願いしたい。

（陳情者）・　９月３０日、１０月１日に秋篠宮様が長久手市にお越しになったが、その際に市役所に奉迎をやりたいと申し出たところ、市としては実施しないとの回答であった。そこで、区長を通じて地域の住民に声かけをお願いしたところ、およそ１５０人もの方が介助犬訓練センターおよび愛知県立大学での奉迎に参加してくれた。
そのお願いの際に長久手市議会の議場を拝見したところ、国旗も市旗も掲揚していないことが分かり、県内の市議会を調べてみたが、２７市議会で国旗が掲揚されている一方、掲揚していない市議会も１１あることが分かった。

現在、愛知県内のすべての交番では祝日に国旗を掲揚するようになった。市旗についても、市民として一緒にがんばっていこうという心がけを率先して市議会が発信して頂きたい。
以上により、国旗及び市旗を議場に掲揚することを陳情する。

（委員長）・　質疑はあるか。
＜質疑なし＞

＜陳情者退席＞
（委員長）・　今回の陳情は議会あてであるため、申し合わせに記載された「ウ　各議員への配布に留める」または「エ　ア、イ、ウいずれにも該当しないものについては、委員会で判断する」での処置になる。
（副委員長）・　平成２３年に提出された同様の陳情書の処理はどのようにしたか。
（委員長）・　「ウ　各議員への配布に留める」として処理した。
（議　長）・　平成２３年の審査時に出された委員の意見を報告して欲しい。
（事務局）・　「議員や傍聴者は国旗に関しては様々な思想があるため、各議員への配布に留める処理とすべき」、「議運では陳情の取扱いについて議論すべきであり、国旗掲揚の取扱いについては、議会で別途議論の場を設けることとなる」等の意見が出されている。
（委員長）・　今回の処理をどのようにすべきか意見はあるか。
（委　員）・　今回も「ウ　各議員への配布に留める」でよい。

（副委員長）・　国旗を掲揚に関して、これまで特段問題がなかったことと、議会は多様な意見を出し合う場であり、多様な考え方を持った議員や傍聴者がいることを勘案し、「ウ　各議員への配布に留める」の取扱いでよい。
（委　員）・　副委員長の意見に賛成であるが、近隣市の状況はどのようか。
（事務局）・　近隣の国旗・市旗の掲揚状況としては、尾張旭市はどちらも掲揚していないが、瀬戸市及び日進市はどちらも掲揚している。
（委　員）・　国旗・市旗については様々な意見がある。国旗・市旗の取扱い自体は今日この場で議論すべき内容ではないため、「ウ　各議員への配布に留める」とすればよい。
・　今後の対応については、近隣の状況も確認しながら進めていくべきである。
（委員長）・　今回の陳情の処置は「ウ　各議員への配布に留める」としてよいか。
＜異議なし＞
⑵　議員派遣について

（事務局）・　１１月１０日に実施する「議会報告会」に全議員を、また１１月１８日から１９日にかけて福島市で行われる「第１０回全国市議会議長会研究フォーラム」に議長をそれぞれ議員派遣する。

（委員長）・　質問はあるか。

＜異議なし＞

　⑶　平成２７年第３回長久手市議会定例会議事日程（第６号）について
　＜説明：事務局＞（議事日程第６号のとおり）　　　
・　認定第１号から認定第９号まで、議案第４３号から議案第４８号まで及び請願第１号（委員長報告・委員長報告に対する質疑・討論採決）

・　委員会の審査は全て可決

・　請願第１号採択の場合、日程を追加し意見書案第３号が提出される予定
・　議員派遣（質疑、討論は省略。簡易採決）
（委員長）・　意見はあるか。
（議　長）・　「第１０回全国市議会議長会研究フォーラム」に関する議員派遣を議題とする際、私は退席する必要があるか。

（事務局）・　確認する。

（委員長）・　説明のとおりの議事日程でよいか。
＜異議なし＞
　⑷　会議規則の一部改正について
　　＜説明：事務局＞
・　男女共同参画を考慮した議会活動推進のため、全国市議会議長会の標準市議会会議規則第２条「欠席又は遅刻の届出」が改正されたことに伴い、本市の会議規則でも議員の出産に関する以下の規程を追加
（第２条２項）

議員は、出産のため出席できないときは、日数を定めて、あらかじめ議長に欠席届を提出することができる。
（第６３条の２）

　　委員は、事故のため出席できないときは、その理由を付け、当日の開議時刻までに委員長に届け出なければならない。
　　委員は、出産のため出席できないときは、日数を定めて、あらかじめ委員長に欠席届を提出することができる。
（委員長）・　第４回定例会で議案提出予定である。

（委　員）・　欠席した際、議決結果の議会だより記載はどのようにするか。

（委員長）・　議会だより編集特別委員会で検討する。
・　他に意見はあるか。
＜異議なし＞
＜１０：３５　休憩＞
＜１０：４０　再開＞
　⑸　議会報告会について
（委員長）・　報告会当日の担当一覧表を配布したが、意見はあるか。
＜異議なし＞
（委員長）・　第１部は決算特別委員会のみ質疑応答の時間を設ける。常任委員会の質疑応答は第２部で行うこととする。

（委　員）・　第１部での各委員会の説明時間は１０分と聞いているが、決算特別委員会の説明は１０分で足りるか。
（委員長）・　１０分以内で説明を完了するよう依頼してある。

・　当日の集合時間は１８時でよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　事前準備がある場合は、別途連絡する。

・　リハーサルは必要か。
（委　員）・　リハーサルはやって欲しい。

（委員長）・　説明で使用するパワーポイントのデータは、１１月４日までに事務局へ提出すること。
（委　員）・　事前に会場の配置図を提示して欲しい。
（委員長）・　承知した。

（委　員）・　会場で出された意見を記録に残せるよう、筆記用具を準備して頂きたい。
＜１１：０４　休憩＞
＜１１：１４　再開＞
（委員長）・　意見があれば、閉会日までに報告して欲しい。

３　その他

（議　長）・　前回の議運で課題となっていたFacebookに代わる広報手段の提案があれば発表してもらってはどうか。
（委員長）・　提案はあるか。
（市民ネット）
・　Facebookをとりあえずやってみてはどうかとの気持ちに変わった。

（公明党）・　会派で検討した結果、Facebookをやってみてはどうかとの意見にまとまった。

（無会派）・　導入してみればよい。
（創政クラブ）
・　他の会派がFacebookの導入に積極的であれば、やっていきたいと思う。
（委員長）・　前回の議運でFacebookの導入は保留となったが、今回の議運で改めて提案があったので、今後導入に向けて議論していくこととする。
＜異議なし＞
（委員長）・　再度資料を配付し、検討していくこととする。
　・　以上で議会運営委員会を終了する。
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